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１．「堺市災害廃棄物処理計画」の概要

２．平成３０年台⾵第２１号への対応

３．災害廃棄物処理担当者研修の実施
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１．「堺市災害廃棄物処理計画」の概要

（１）計画の概要

ア．計画の背景・趣旨

大規模災害発生時の災害廃棄物（避難所ごみ等を含む）を迅
速かつ適切な処理を⾏い、市⺠の健康への配慮や安全の確保、
衛⽣や環境⾯での安全・安⼼の確保を図るため、平成２９年
３⽉に「堺市災害廃棄物処理計画」を策定

本市の災害対策全般にわたる基本的な計画である「堺市地域
防災計画」及び本市の⼀般廃棄物処理に係る基本的な計画で
ある「堺市⼀般廃棄物処理基本計画」を災害廃棄物処理とい
う側面から補完する役割を果たすもの
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イ．計画の内容①

対象とする災害

 本計画において対象とする災害は、主として地震災害とし、台風、豪雨、洪
水、津波等の風水害についても、特に重要又は特徴的な対応が必要な項目に
ついては記載

基本方針

 ①計画的かつ迅速な処理、②安全確保・環境への配慮、③分別・リサイクル
の推進

処理⽬標期間

 最⻑でおおむね3年以内に処理を完了させることを基本とする

実⾏計画の策定

 大規模災害発生時には、速やかに被害状況や災害廃棄物の発生状況を把握す
るとともに、処理⽅法やスケジュール等について検討し、「災害廃棄物処理
実⾏計画」を策定し、実⾏計画に基づいて災害廃棄物処理を⾏う
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イ．計画の内容②

災害がれき発⽣量の推計

 【南海トラフ巨大地震】391.4万トン、【上町断層帯地震】1,442.8万トン

構成

 総則（堺市の概況、対象とする災害、対象とする災害廃棄物等）

 災害廃棄物処理に係る基本的事項（基本⽅針、処理期間、実⾏計画、組織体
制等）

 災害廃棄物対策（発⽣量の推計、収集運搬、仮置場、処理・処分等）

ウ．今後の取組

各種マニュアルの整備

災害廃棄物処理担当者研の継続実施
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（２）計画の特徴等

市⺠仮置場の設置

 発災直後から始まる被災家屋からの災害廃棄物の搬出に対応するため、被災
地近隣で速やかに設置可能な場所とし、街区公園（標準⾯積0.25ha）等を基
本として選定

市⺠⽤パンフレットの作成

 「〜もしもの時のごみの⼿引き〜 災害廃棄物処理ハンドブック」
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２．平成３０年台⾵第２１号への対応

（１）堺市における災害の概要

気象データ（堺観測点︓平成30年9月4日13時〜16時）

時分

降水量 気温
風向・風速(m/s)

日照

(mm) (℃) 時間

平均 風向 最大瞬間 風向 (分)

13:00 0.5 25.5 7.3 東 14.8 東 0

13:10 1.5 25.7 6.7 東 15.9 東 0

13:20 4.5 25.5 7.8 東南東 17.5 東 0

13:30 5.5 25.2 7.7 東南東 17.0 南南東 0

13:40 4.0 25.6 9.7 南南東 30.4 南南東 0

13:50 0.0 27.1 16.1 南 43.6 南 0

14:00 1.0 26.0 20.3 南南西 42.2 南 0

14:10 0.5 25.8 14.6 南南西 29.2 南南西 0

14:20 0.5 25.4 13.3 南南西 30.5 南西 0

14:30 0.5 25.3 14.5 南西 29.0 南南西 0

14:40 1.0 24.9 12.8 南西 26.9 南西 0

14:50 3.5 24.8 11.0 南西 24.8 南西 0

15:00 1.5 24.9 10.7 南西 24.8 西南西 0

15:10 2.0 24.9 11.2 南西 23.8 南西 0

15:20 1.0 24.8 10.3 南西 20.2 南南西 0

15:30 2.0 24.6 10.6 南西 21.8 南西 0

15:40 0.5 24.8 8.3 南西 17.1 南西 0

15:50 1.0 24.8 9.0 南西 19.3 西南西 0

16:00 0.5 25.0 8.2 南西 17.1 西南西 0
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（２）堺市における被害の概要①

２月１日現在の被害状況

市町村名

人的被害 住家の被害

死者
⾏⽅
不明

負傷者 全壊
大規模
半壊

半壊
一部
損壊

堺市
人

1
人 人

34

⼾

3

⼾

6

⼾

63

⼾

5,858
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（２）堺市における被害の概要②

災害廃棄物の排出状況①
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（２）堺市における被害の概要②

災害廃棄物の排出状況②
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（２）堺市における被害の概要②

災害廃棄物の排出状況③
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（２）堺市における被害の概要②

災害廃棄物の排出状況④
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（２）堺市における被害の概要②

災害廃棄物の排出状況⑤
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（３）災害廃棄物の処理①

ア．災害時の組織体制
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（３）災害廃棄物の処理②

イ．実際の処理体制

堺市災害対策本部

 平成３０年９⽉５⽇︓設置 ➡ 平成３０年１０⽉９⽇︓閉鎖

環境対策部

 環境対策部（＝環境局）としては対応せず、環境局内の一般廃棄物部門のみ
で、平時の延⻑により対応

災害廃棄物処理計画

 対象とする災害は、主として地震災害とし、台風、豪雨、洪水、津波等の風
水害についても、特に重要又は特徴的な対応が必要な項目については記載

 計画全体の準用や、風水害に関する記載部分の活用もできず
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（３）災害廃棄物の処理③

ウ．災害廃棄物の種類別の申込・収集方法

ごみの種類 申込先 収集（〜10/7） 収集（10/8〜）

家庭系
（被災ごみ
・散乱ごみ）

45ℓの袋に入る可燃物 不要 委託業者（生活ごみ）

45ℓの袋に入らない
2m以下の可燃物・不燃物

粗大ごみ
受付センター 南区︓市直営

他6区︓委託業者
委託業者

2m以上の可燃物・不燃物 市

その他（個別対応） 市 市職員・委託業者

可燃物・不燃物 不要 清掃⼯場へ持ち込み（〜9/21）

事業系
（散乱ごみ）

可燃物・不燃物 市
南区︓市直営
他6区︓委託業者

委託業者
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（３）災害廃棄物の処理④

エ．世帯数と災害廃棄物（被災・散乱ごみ）処理申込件数

区 世帯数 申込件数

堺区 70,995 1,751

中区 49,619 1,363

東区 35,771 863

⻄区 56,119 2,607

南区 59,721 1,670

北区 69,826 1,334

美原区 14,611 517

合計 356,662 10,105
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（３）災害廃棄物の処理⑤

オ．災害廃棄物の発⽣量（推計）・処理フロー

被災現場

•混合廃棄物

•4,133ｔ

•不燃物

•512ｔ

一次仮置場

•南部処理場

•407ｔ

•東工場内

•105ｔ

中間処理

•臨海⼯場

•東工場

•4,106ｔ

•鉄類売却

•76ｔ

最終処分

•フェニックス

•501ｔ
直営・委託・自己搬入

直・委

委託415ｔ

委託86ｔ
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（３）災害廃棄物の処理⑥

⼀次仮置場の状況①（南部処理場）
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（３）災害廃棄物の処理⑥

一次仮置場の状況②（東工場内）
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（４）災害廃棄物処理対策の課題

環境対策部

 実態として環境対策部を発足させず

災害廃棄物処理計画

 計画全体の準用や、風水害に関する記載部分の活用もできず

市⺠仮置場

 市としては市⺠仮置場を設置しなかったが、⾃治会等により⾮常に多数の災
害廃棄物の集積場所が設置された

便乗ごみ

 便乗ごみの排出禁⽌を明確に広報しなかった
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３．災害廃棄物処理担当者研修の実施

（１）「堺市災害廃棄物処理計画」

第９節 研修・訓練の実施

「本計画の内容について、平常時から市職員・事業者等に周知
するとともに、発災時に本計画が有効に活用されるよう、市職
員に加えて関係者・専門家等も交えた研修・訓練を継続的に実
施する。このような研修・訓練を継続的に実施することにより、
災害廃棄物処理の核となる⼈材を育成することに努める。」
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（２）実施状況

ア．平成２９年度災害廃棄物処理担当者研修

オリエンテーション

⽇時︓平成２９年２⽉６⽇（⽕）AM

「堺市災害廃棄物処理計画（H29.3）」の事前説明

動画視聴「災害廃棄物処理への導⼊ 災害廃棄物の適正処理に
向けて」（国⽴環境研究所）

参加者 ２４名

環境局２０名、危機管理室４名
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（２）実施状況

ア．平成２９年度災害廃棄物処理担当者研修

第一部 災害廃棄物処理セミナー（講義）

⽇時︓平成２９年２⽉９⽇（⾦）AM

「平時から始める 平時とつながる 災害廃棄物対策」

京都大学大学院地球環境学堂准教授 浅利美鈴様

「近年の⾃然災害における災害廃棄物対策について」

環境省近畿地⽅環境事務所災害廃棄物専門官 若林完明様

参加者 ６５名

環境局３７名、危機管理室４名、その他庁内４名、⺠間事業者２０
名
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ア．平成２９年度災害廃棄物処理担当者研修

第一部 災害廃棄物処理セミナー（講義）
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（２）実施状況

ア．平成２９年度災害廃棄物処理担当者研修

第二部 災害廃棄物処理担当者基礎研修（ワークショップ）

⽇時︓平成２９年２⽉９⽇（⾦）PM

話題提供「東日本大震災における 災害廃棄物処理の取り組みに
ついて」

仙台市環境局廃棄物事業部事業ごみ減量課
指導担当課⻑ 小和田圭作様

ワーク１「災害業務の問題点の洗い出し」

ワーク２「平時に準備すべきことはなにか」

参加者 ２５名

環境局２１名、危機管理室４名
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ア．平成２９年度災害廃棄物処理担当者研修

第二部 災害廃棄物処理担当者基礎研修（ワークショップ）
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ア．平成２９年度災害廃棄物処理担当者研修

第二部 災害廃棄物処理担当者基礎研修（ワークショップ）
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ア．平成２９年度災害廃棄物処理担当者研修

第二部 災害廃棄物処理担当者基礎研修（ワークショップ）
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ア．平成２９年度災害廃棄物処理担当者研修

第二部 災害廃棄物処理担当者基礎研修（ワークショップ）
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ア．平成２９年度災害廃棄物処理担当者研修

第二部 災害廃棄物処理担当者基礎研修（ワークショップ）
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（２）実施状況

イ．平成３０年度災害廃棄物処理担当者研修

基礎研修第⼀部︓災害廃棄物処理セミナー（講義）

日時 平成３０年１１⽉１５⽇（⽊）AM

「災害廃棄物処理の基礎〜初動対応を中⼼に〜」

（国研）国⽴環境研究所主任研究員 多島良様

「最近の災害廃棄物対策の動き」

環境省近畿地⽅環境事務所災害廃棄物専門官 若林完明様

参加者 ４０名

環境局２４名、危機管理室３名、その他庁内４名、⺠間事業者９名
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イ．平成３０年度災害廃棄物処理担当者研修

基礎研修第⼀部︓災害廃棄物処理セミナー（講義）
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イ．平成３０年度災害廃棄物処理担当者研修

基礎研修第⼀部︓災害廃棄物処理セミナー（講義）
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（２）実施状況

イ．平成３０年度災害廃棄物処理担当者研修

基礎研修第⼆部︓災害廃棄物処理に係るワークショップ

⽇時︓平成３０年１１月１５日（木）PM

ワークショップ①「災害廃棄物対応において想定される課題」

ワークショップ②「円滑な災害廃棄物処理に向けた、平時の取
組」

参加者 ２４名

環境局１８名、危機管理室２名、その他庁内４名
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イ．平成３０年度災害廃棄物処理担当者研修

基礎研修第⼆部︓災害廃棄物処理に係るワークショップ
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イ．平成３０年度災害廃棄物処理担当者研修

基礎研修第⼆部︓災害廃棄物処理に係るワークショップ
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イ．平成３０年度災害廃棄物処理担当者研修

基礎研修第⼆部︓災害廃棄物処理に係るワークショップ
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イ．平成３０年度災害廃棄物処理担当者研修

基礎研修第⼆部︓災害廃棄物処理に係るワークショップ
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（２）実施状況

イ．平成３０年度災害廃棄物処理担当者研修

ステップアップ研修（図上演習）

⽇時︓平成３１年２月１日（⾦）

「初期対応段階の訓練（発災直後）」

「応急対応段階の訓練（発災３日後）」

参加者 ２３名

環境局１９名、その他庁内４名
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イ．平成３０年度災害廃棄物処理担当者研修

ステップアップ研修（図上演習）

41



ご清聴ありがとうございました。
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